
　エイズとは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感
染して免疫が壊されることにより、さまざまな病気
を発症した状態のことです。
　今年度の世界エイズデーキャンペーンテーマは

「続けよう～Keep the promise,Keep your life ～」。
これは、仕事も生活も続けよう、治療を続けよう、
エイズと闘う人たちを支え続けよう、予防と支援の
メッセージを送り続けよう、ユニバーサルアクセス
を目指し続けよう、関心を持ち続けようということ。

　現在ＨＩＶ感染は、治療方法の進歩により、適切
な時期に治療を始めれば、発病を防ぎ仕事も生活も
続けることができるようになってきています。大切
なのは、予防、早期発見、早期治療、患者・感染者
が安心して生活を送り治療を受けられるよう病気へ
の正しい理解と支援です。ＨＩＶ感染は自覚症状が
なく、気づかないうちにパートナーに感染を広げて
しまう危険があります。ＨＩＶ感染・エイズを他人
事と思わず、関心を持つ人が増えることも重要です。
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を
、
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装
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っ
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取
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。
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イ
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飲
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な
が
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Ｔ
Ｐ
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飲
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取
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Ｘ
線
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き
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り
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ま

た
は
縦
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目
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入
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。
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人
も
気
を
配
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ま
し
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。
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Ｔ
Ｐ
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。

④�

複
数
の
薬
を
飲
む
時
間
帯
ご
と
に
一
つ
の
袋
に

ま
と
め
て
入
れ
る
「
一
包
化
」
が
可
能
で
す
。
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12月1日は、世界エイズデーですけんこう
いんふぉ
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の
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く
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節
。
笠
幡
駅
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ら「
さ
ざ
ん
か
通
り
」

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

笠
幡
駅
を
出
る
と
、

駅
舎
の
壁
に
見
慣
れ
な

い
も
の（
右
写
真
）を
発
見
！　

調
べ
て
み
る

と
、
昭
和
62
年
4
月
1
日
に
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
な
っ
た
と
き
に
作
ら
れ
た
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
。
川
越
線
を
走
っ
て
い

た
電
車
に
、
実
際
に
付
い
て
い
た

も
の
だ
と
か
。
現
在
は
金
属
製
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
れ
は
木
で

で
き
て
い
ま
す
。

　

駅
前
を
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
、
県
道
川
越
日

高
線
に
出
ま
す
。
目
的
地
ま
で
は
、
そ
こ
か

ら
川
越
シ
ャ
ト
ル
で
約
五
分
。「
さ
ざ
ん
か

通
り
」
の
バ
ス
停
を
降
り
る
と
、
名
前
の
と

お
り
サ
ザ
ン
カ
の
垣
根
が
続
い
て
い
ま
す
。

垣
根
に
は
、
つ
ぼ
み
が
た
く
さ
ん
。
川
越
景

観
百
選
に
選
ば
れ

て
い
る
こ
の
通
り

に
、
白
や
ピ
ン
ク

の
花
が
咲
く
鮮
や

か
な
季
節
は
も
う

す
ぐ
そ
こ
で
す
。

今回出かけたのは

「笠幡駅」川越
再
発見
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　保健所ではエイズ即日検査を実施しています。無料・匿名で受けることができます。

採血・問診をし、約1時間後に結果が出ます。病気についての理解を深めるため、あ

なた自身と大切な人を守るため、ご利用ください。事前に、電話で予約が必要です。

エイズ即日検査＝毎月第2月曜日（祝日除く）、午後1時30分～3時

土曜エイズ即日検査・相談＝12月4日（土）、午後1時30分～3時

レッドリボン
はエイズに対
する理解と支
援のシンボル
です（現物の
リボンは
赤色です）。



ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
学
ん
で
考
え
た
こ
と
①

高
階
中
学
校
　
一
年

　

ア
イ
ヌ
民
族
…
…
中
学
生
の
私
た
ち
に

は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
る
本
に
は
、「
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
、
北

海
道
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
て
、
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
、
人
間
を
深
く
愛
し
、
平

和
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
民
族
で
あ
る
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
北

海
道
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
母
が
ア
イ

ヌ
民
族
に
つ
い
て
、
よ
く
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
人
間
」

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
歴
史
の
本
で

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
松
前
藩
が
北
海
道
に
や
っ
て

く
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
は
か

な
り
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
松
前

藩
の
家
臣
と
の
不
利
な
交
易
に
腹
を
立
て

た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
と
い
う
首
長
が
ア
イ

ヌ
の
仲
間
と
共
に
戦
い
を
起
こ
し
、
松
前

藩
と
全
面
戦
争
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
毒
で
殺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

の
戦
い
」と
い
い
ま
す
。
そ
の
事
件
の
後
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
ア
イ
ヌ
民
族
独
自
の

文
化
を
失
い
、
差
別
な
ど
を
受
け
大
変
つ
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⑥
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

ら
い
生
活
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
と
い
う
理
由
で
い
じ
め
ら

れ
た
り
、
働
か
せ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
、
私
の
母
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
母
が
通
っ
て
い
た
学
校
に
ア
イ
ヌ
の

血
を
ひ
く
人
も
い
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
母
が
住
ん
で
い
た
近
く
に
は
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
母
が
小
さ
い
こ
ろ
、
湖
に
遊
び

に
行
く
と
、
ふ
さ
ふ
さ
の
長
い
ひ
げ
を
生

や
し
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
衣
装
を
着
た
人
を

よ
く
見
か
け
た
そ
う
で
す
。　
（
つ
づ
く
）
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変えます。ここを！　⑦「小中学校の校舎の改修」

品格あるまちを目指して

　市には、市立の小学校が32校（校舎118棟）、中学校が22
校（同76棟）あります。それぞれの学校の校舎および体育館
について現在、耐震補強工事を行っています。子供たちの安
全を守るとともに、災害の際には避難場所となることから市
政の重要課題に位置づけ、平成24年度末の耐震化完了を目
指して積極的に進めています。
　耐震補強工事と併せて、一部では改修工事も行っています。
これは、建物の経年劣化を最小限に止め、長く良好に使うた
めに随時、実施していかなければならないものです。
　昭和30年代、40年代に建築した校舎は75棟あり、大部
分は大規模改修工事が必要な状態です。しかし、それには大
まかな見積もりでも、1棟当たり約2億円の費用がかかりま
す。これまで、予算がない等の理由により、大規模な改修に
取りかかれずにきましたが、今後はきちんと改修計画を立て、
順次着手していきます。
　昨年、タウンミーティングで「市内の某中学校を見た旅行
者から 『あれは廃校ですか』 と尋ねられた。市民として恥ず
かしい」という意見をいただきました。すぐにその学校を視
察したところ、非常階段や屋上の手すり等がぼろぼろ、コン
クリートとの接続部分がさびて浮き上がっている状態を見て
驚きました。「廃校」と見られるほど校舎が老朽化したまま
であるにもかかわらず手入れがされていないことは、不名誉
なばかりか、実際に危険を伴う状態であったため、すぐに改
修を指示し、今年度工事を行っています。
　市の財政は、景気の低迷により歳入が減り、義務的経費が
増加傾向にあり、その一方で投資的経費が減少するという、
いわゆる財政の硬直化が進んでいる状態です。しかしながら、
何とかして子供たちの安全のための費用は捻

ねん

出
しゅつ

し、校舎の大
規模改修工事を計画的に、かつ、できる限り早く進めていき
たいと考えています。
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